[bookmark: _GoBack]現状を調査する 3
効果的な地域社会の調査 3
地域社会の調査の効果的なアプローチ 4
調査のプロセス 5
地域社会の調査ツール 5
結果の分析と報告 5
プロジェクトを選定する 6
地域社会からの支援と参加 6
地域社会の参加パターン 6
過去の奉仕歴 6
奉仕への関心 6
時間とリソース 7
プロジェクトの実施期間 7
持続可能性 7
奉仕のパートナー 8
地域社会の協力 8
ロータリーの協力関係 8
計画を立てる 9
奉仕プロジェクト委員会 9
プロジェクトの最終目標と具体的目標を定める 10
プロジェクト実施計画を立案する 11
予算を作成する 11
プロジェクトの法的責任と保護 12
効果的な奉仕プロジェクトとは、問題の応急処置に当たるだけのものではありません。ロータリーで最も効果的な奉仕プロジェクトとされているのは、以下のようなものです。
・現実的問題に応える
・地域社会の人々の生活を向上する
・奉仕の恩恵を受ける人々の技能や知識も取り入
れる
・すべての参加者の貢献を、重要かつ必要なものとして認め、感謝する
・実際に活用できる人材や資源を現実的に把握し
た上で実施する
・測定できる結果を伴う具体的目標と目的をもっ
て実施する
・効果的なネットワークをつくる
・人々と地域社会の人々を力づける
効果的な地域社会の調査では、地域社会の強みと弱みについて正確に把握するだけでなく、奉仕プロジェクトに対する人々からの支援と好意を築くことができます。地域社会の調査を効果的に行うためには、慎重な検討と計画が必要です。
調査の目的は何か
地域社会の調査を始める前に、調査の目標と目的を明確に定めておく必要があります。以下の問いについて検討してください。
● 地域社会について何が知りたいのか
● クラブは、地域社会の調査にどのぐらいの時間を費やすことができるのか
● どのような種類のリソース（資金、ボランティア人材、専門家）について、調査を行わなければならないのか
これらの問いについて考えることは、地域社会の調査の目的と範囲を明確に定め、クラブや地域社会にとって最善の手法はどのようなものであるかを判断するのに有用です。
誰を地域社会の調査の対象とすべきか地域社会の調査の対象者は、クラブが何を知りたいのかによって決まります。効果的な調査を行うには、地域社会の関係者、特に、普段見過ごされがちな人々（女性や青少年、宗教や民族の面で少数派とされている人々）など、幅広い層を含める必要があります。奉仕プロジェクトの影響を受けるさまざまな人を対象として含めることは、地域社会の多様な見方を取り入れたり、潜在的なリソースやそ
れまで隠されていた問題を明らかにするためにも大切です。包括的な地域社会の調査を行うことによって、効果的な奉仕プロジェクトを計画できる可能性も高まります。
プロジェクトを計画したり、参加したり、プロジェクトの影響を受ける人々すべての意見を、地域社会のニーズ調査に反映させるべきです。
効果的な地域社会の調査では、以前は知らなかった地域社会の側面が明らかになります。最も効果的で、発見の多い地域社会の調査は、客観的で、しかもすべての人々のアイデアや意見を等しく重要視します。調査の目的は、地域社会の実情や力関係をより良く理解し、その長期的な成長と発展に寄与する決定を行うために必要な情報を提供することです。

考慮すべき点
・クラブで、誰が地域社会の調査を企画するか
・クラブの資金力、時間、専門知識といった点を考慮した上で、どのような調査方法を選ぶか
・地域社会についてどのような情報を収集したいのか
・調査に協力してくれる人々が他にもいるか
・調査に地域社会のすべての人々を含めるために
は、どうすればよいか
・地域社会の調査の結果を、どのように分析し、活用するのか
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